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それを A 〜 K の 11 項目に分類した。分類に際しては、村中、片平両名のチェックと共に、
本研究の主旨を理解した大学院生１名の再チェックにより判断の統一をみた。A 〜 K の
分類項目内容は表１のとおり。











































　　 　まず、項目 A 〜 K までの出現頻度を「－体験」「＋体験」等、記述内容別に整理
してみた。調査対象者 139 名の結果は表２のとおり。
表２．記述内容別出現頻度































 次に－体験として記述している者と→体験として記述している者合計 68 名の記述に見ら
れた感覚項目の分布を図４及び表５に示した。
A B C D E F G H I J K
空間 色 匂い 光 音 質量 皮膚 味 形 声 その他
16％ 20％ 9％ 10％ 6% 5% 14% 2％ 4％ 7％ 7％
A B C D E F G H I J K
空間 色 匂い 光 音 質量 皮膚 味 形 声 その他































A B C D E F G H I J K
A B C D E F G H I J K
空間 色 匂い 光 音 質量 皮膚 味 形 声 その他
























て出現するかを調べたところ、＋体験だと記憶している者 33 名中 22 名が重複した身体感
覚を呼び覚ましている。また、－体験から＋体験へと変化した者 23 名中 19 名が重複した
身体感覚を呼び覚ましている。合計すると 56 名中 41 名、約 73 パーセントの者がいくつ
かの身体感覚を重ねて記憶を紡いでいるということになる。
　一方、－体験だと記憶している者 57 名中 32 名が重複した身体感覚を呼び覚ましていた。
また、＋体験から－体験へと変化したもの 11 名全員が重複した身体感覚を呼び覚まして
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